
国道２８９号「荷路夫
に ち ぶ

バイパス」開通

一般国道２８９号は、本県の縦横６本の連携軸の一つである

南部軸を形成し、県土の骨格となる基幹的な道路ですが、ここ、

いわき市田人町荷路夫地区は、幅員が狭く、急カーブ、急勾配

が連続する交通の難所のため、幹線道路としての機能が果たせ

ない状況となっていました。

このため、福島県では平成１３年度に

バイパス事業に着手し、平成２２年１０

月３日（日）に全長３．６㎞が開通とな

りました。

この地域は、豊かな自然が残され、多

様な動植物が生息していることから、生

き物や自然環境を大切にする「エコロー

ド」として整備を進めてまいりました。
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荷路夫バイパスの開通により、いわき

と県南地域、更には南会津地域の交通の

利便性・安全性が向上し、観光や文化な

ど幅広い分野で交流が深まります。また、

物流がより活発になるとともに、医療や

福祉においても地域の方々をしっかりと

支えます。
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